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◆申し込みは、京都民医連事務局の 
日西（ひにし）・長（ちょう）まで 

◆電 話：０７５－３１４－５０１１  
◆メール：kangogakusei@kyoto-min-iren.org 

 

日時：１０月１０日（木） 
   １７時～１９時 
場所：都和のはな３階ホール 

（※京都民医連中央病院から徒歩１～２分、 
近畿高等看護専門学校 東側） 

 
緑川大介医師の 

プロフィール 
福島県立医大出身で、震災後

２ヶ月ほど福島県立医大の

心のケアチームとして、いわ

き市などで活動され、その様

子がテレビや新聞でも報道

されました。 
 その時の精神医療の現場

について、避難者への心のケ

アについてなどお話いただ

きます。 

★今 月 の 記 事★ 
1ｐ…学習会のご案内 
2ｐ…2013 ナーシングセミナー 
3ｐ…国試対策講座 
4ｐ…奨学生のつどい 
5ｐ…平和のとりくみ 
6ｐ…フランス共済会からのお客様 
7ｐ…私の大切にしている看護 
8ｐ…私のおすすめ 

http://www.kyoto-min-iren.org/
mailto:kangogakusei@kyoto-min-iren.org
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 今年も約30名の学生さんが参加されました。地元京都はもちろん、長野、石川の学生さんも来ら
れました。感想文を以下に掲載します。 

≪京都民医連中央病院≫ 
【感染ラウンド、褥瘡回診】 

◆感染ラウンドでは、
複数の医師と認定看
護師と栄養士とで、
電カルを用いること
で、一度で情報を交
換し、治療方針を決
めたりしているのが
効率的で、印象に残

りました。 
【病棟体験】 
◆障害者病棟で、特浴や採血、食事介助等を見学した。流

動食を個々にあわせて作る体験を実際にさせていただいた。

指導してくださった看護師の説明が丁寧で分かりやすかっ

た。 
◆ＨＣＵでは急がしそうな切迫した雰囲気を味わうことが

できた。緩和ケア病棟は他の病棟と違い、穏やかな空気が

流れていた。病棟によって、それぞれに見合った配慮がさ

れていることが見てとれた。 
【救急外来】 
◆救急外来ではトリアージ表にもとづいて、緊急性の高い

方から優先して、迅速に治療が受けられるようにされてい

た。災害時のトリアージのタグは見たことがあったが、救

急外来でも活用されていることが知れて、勉強になった。 
【オペ見学】 
◆硬膜下麻酔を刺入する脊髄の位置や姿勢を実際に見学し

たことが印象に残った。今後の勉強の中で生かして生きた

い。 
◆麻酔医、看護師の方と話しができた。とても丁寧に説明

してくださったり、私たちに気軽に話しかけて下さったの

で、緊張が和らぎ、じっくりと見学することができました。

勉強しないと！と思いました。 
◆人の体の中を生で見て、臓器の説明も詳しくしていただ

き、器具の使い方も知ることができ、すごく新鮮だった。

看護師同士や医師との連携もすごく良くて、かっこいいな

と思った。患者さんが麻酔から目覚めたとき、自力呼吸に

戻ったとき、感動しまし

た。 
◆オペ看護の根本には、

患者さんの負担や苦痛を

減らすにはどうすればよ

いのかという視点があり、

手術室独自の看護ではな

く、全ての看護に通じる

考え方が生きていることがよく分かりました。 
◆術前・術後訪問を行うこと、手術直前の患者さんの精神

的ケアのことを聞き、コミュニケーション能力の必要性を

実感しました。またオペ中は患者さんの侵襲を最低限にす

ることが第一にあることを常に頭に入れておくべきだとい

うことを学びました。 

【産科病棟】 
沐浴と出産振り返り面談を見学しました。褥婦の家庭
や出産経験により、母親の抱える悩みがいろいろあり、
その悩みに助産師が丁寧にアドバイスなどをされて
いたのが印象的でした。 
 
 
≪吉祥院病院≫ 
退院して在宅療養をされるご家族に看護師さんが

退院指導をされている時、点滴のミキシングや針の取
り扱いなどご家族が不安に思われていることを受け
止めながら、ご家族の介護意欲を損ねてしまわないよ
うにお話しされる姿を見て、頼れる存在だと感じまし
た。 
 
【訪問看護】 
≪訪問看護ステーション太秦安井≫ 
◆在宅は病棟のように環境が整っている訳ではなく、
危険が多いと感じた。在宅は、患者さんの生活にでき
る限り合わせた方針を立てる必要があるため、患者本
人や家族、多職種とのつながりが欠かせないものだと
改めて感じた。 
 経済面より、汚れる度におむつ交換ができる人ばか
りではないなど、病院との感覚の違いもあり、考えな
ければならないこと、保険の問題など、社会的に問題
視されるべき点などが浮き彫りになったように感じ

た。 
◆訪問看護では、看護師が
一人で判断しなければな
らないことが多かった。介
護保険制度が実体験を通
して、よく理解できた。病
院とは違い、医療器具など
が少ないので他の物で代
用していた。介護保険との

兼ね合いにより、一人の患者に対する時間が決まって
いる･･･などが印象に残りました。 
 
≪吉祥院訪問看護ステーション≫ 
◆ＡＬＳをわずらっておられる患者さんの奥さんに
いろいろお話を聴かせていただきました。難病のご主
人をこれから支えていかなければならない不安を抱
えていながら、明るく前向きに生きておられる姿が印
象的でした。看護師さんも少しの間でも、他愛のない
話から患者さんやご家族の声に耳を傾け、支えようと
する姿勢が伝わり、改めて訪問看護が大切な役割を果
たしていると感じました。 
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8 月 24 日（土）に京都民医連主催看護師国家試験

対策講座を開催しました。講師は武田看護研究所の

三井明美先生で、学生 30名が参加しました。解剖生

理と疾病についての基礎問題を解きながら解説して

もらいました。三井先生は、「問題集や解説をただ見

ているだけではダメ、手を動かして、教科書のペー

ジをめくって調べて、関連づけて考えて、書く。分

からない言葉があれば、徹底的に調べ、自分の分か

る言葉に訳して考え、覚えること。」 

最後は、「学生生活最後の年を、友だちと一緒に楽

しみながら勉強してほしい。」とおっしゃっていまし 

参加した学生からは「解剖生理が理解できていれば、疾患の病態とその看護までつなげて理解する

ことができるのだとわかった。」「言葉の意味まで説明できるよう、という先生の言葉に自分の勉強

の甘さに気づくことができた。改めて勉強方法を見直していきたい。」との感想が出されていまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師に話を真剣にきく受講生 

看護学生が 30名参加。3年生が中心で

すが、2年生の参加もありました！ 

次回：国試対策講座 

日時：12 月 7 日（土）9：30～12：30 

場所：京都民医連 3Ｆ会議室 

講師：三井明美氏（武田看護研究所） 

参加費：500 円 
ぜひ、ご参加くださいね。 

お問合せは京都民医連：日西まで 
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♪京都保健会は焼きそばと国試勉強♪ 

７月１２日（金）夕方、恒例の月一の保健会の奨学生のつどいには看護学生さん９人が集まりました。

焼きそばを一緒に作って、自己紹介や近況報告をしあいながら食べました。その後、近い将来！！の国

試にむけて、みんなで解剖生理の勉強。問題集を順番に解いていきました。１年生も授業で習いたてだ

ったので、「結構覚えてる～！」「意外とできてる～！」などと、言いながら勉強しました。「解剖生理

が分からないっ」という１年生に対し、２年生の先輩学生が「丸暗記では忘れる。理解して覚えた方が

いい。授業で分からなくても、復習して勉強す

ることが大事。」とアドバイスしていました。解

剖生理は難しい、と言われますが、人体の構造

と機能が分かれば疾患が理解できると言われて

います。 
みなさん頑張

り ま し ょ

う！！ 
 

 
 
 
 

 

✿信和会 第二中央病院は○全学年のつどいを行いました！✿  

8 月 17 日当日は３年生が 10 名、３年生が 7 名、1 年生が 1 名の参加でした♪ 

11 時ごろから餃子とたこ焼きの調理開始！ たこ焼きは最初、卵が少なかった？のか、なかなか

きちんと焼きあがらず、たこ焼き隊は大苦戦しておりましたが、途中からはいい出来栄えでした(*^_^*) 

餃子は順調な滑り出しで、着々と焼きあがり♡ 餃子もたこ焼きもとっても美味しく出来上がりました！残念

ながら出来上がりの写真を撮り忘れましたが、、、、  病棟の師長さんたちも参加し、皆で作って食べるとと

ても美味しく楽しい時間がすごせました★ 今回参加できなかった方は残念でしたが、また近いうちにお食

事会を開催いたしますので、ぜひご参加くださいね～(^^♪ 
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原水爆禁止 2013 年世界大会が長崎

で８月７日～９日の３日間、全体で

約7000名の参加で開催されました。

海外 20カ国から 90名、国内は全都

道府県から代表が参加されていて、

あらためて「核兵器のない平和で公

正な世界を」は世界共通の願いなの

だと実感しました。分科会でしっか

り学習し、全日本民医連交流会では

全国の仲間と楽しく交流してきま

した。 

大会中、何度も耳にしたのは「核兵器の非人道性」「いかなる国や組織、既

存のシステムも、核兵器爆発ののちは何もできない」ということです。そして

その非人道性を身をもって体験した被爆者の思いを継承し、核兵器廃絶を目指

す…原水爆禁止運動の原点が改めて確認できました。今回、ともに参加した職

員、共同組織の方と一緒に、京都から取り組みを継続していきたいと思います。 

京都民医連の参加者♪ 

熱気にあふれる 

全体会場の様子★ 

参加者感想① 

参加者感想② 

第
六
期
平
和
塾
が
七
月
二
五
日
に
開
講
し
ま
し
た
。
 

第
一
講
座
は
「
青
年
と
平
和
」
に
つ
い
て
久
保
田
貢
先
生
（
愛

知
県
立
大
学
准
教
授
）
の
講
義
を
う
け
ま
し
た
。
 

国
歌
の
意
味
、
ア
ジ
ア
へ
の
侵
略
の
歴
史
、
沖
縄
戦
や
集
団

自
決
の
事
実
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
 

塾
生
か
ら
は
「
戦
争
の
時
代
に
生
き
て
き
た
人
々
の
悲
し
み

を
感
じ
る
必
要
性
を
感
じ
た
。
」「
正
し
い
歴
史
の
知
識
を
学
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
患
者
さ
ん
に
接
す
る
と
き
に
、

辛
い
時
代
を
生
き
て
こ
ら
れ
た
方
と
い
う
視
点
で
、
尊
敬
の
態

度
で
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
。
」
「
講
義
を
き
い
て
心
に
響
い

た
」「
衝
撃
を
受
け
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

第
二
講
座
は
八
月
二
二
日
に
舞
鶴
の
平
和
フ
ィ
ー
ル
ド
体

験
学
習
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
 

舞
鶴
平
和
委
員
会
の
橋
本
氏
に
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
だ
き
、

五
老
ガ
岳
展
望
台
か
ら
の
説
明
や
、
船
上
か
ら
の
自
衛
隊
基

地
見
学
、
引
き
上
げ
記
念
館
を
視
察
す
る
と
い
っ
た
コ
ー
ス

で
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
 

塾
生
は
 
半
年
か
け
て
平
和
に
つ
い
て
学
び
ま
す
 

 

第二講座の五老ヶ岳でパシャリ！ 
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8 月 25 日から 8 月 27 日の 3日間、全日本民医連 60周

年記念祝賀会に出席された、フランス共済会のマラコ

フ市保健衛生センター元署長のミシェル・リムーザン

さん（医師）と同センター元所長のエリック・メイさ

ん（医師）がフランスより京都にお越しになられまし

た。8 月 26日午前中は中央病院の施設見学をされ、座

ったまま入浴できる設備などを興味深く見学されてお

られました。また、医師や看護師と交流され意見交換

ができました。 

午後からは上京健康友の会会員さんから京都の街

並みや町屋についてのお話を聞き、西陣の町を散策し

ました。西陣織の職人さんで上京健康友の会員さんの

お宅に訪問し見学しました。西陣織の織機はもともと

はフランスから輸入したこともあり文化交流の歴史

についての話題で盛り上がりました。民医連にたいし

て感動されておられた事と共感していただいたこと

が印象的でした。 

 

国によって医療費の制度が違います。フランスも日本とは違

った制度です。フランス以外にも外国の医療がどのような仕

組みになっているのかが良く分かる映画「シッコ」の視聴を

おすすめいたします。 

京都民医連事務局にもＤＶＤがあり貸し出しも可能です。 

興味のある方は京都民医連（日西）までお問い合わせくださ

いね 
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がんばれ看学生へのおはがき大募集！！イラストをいただいた方から

抽選で、毎月 3 名の方に 500 円分の図書カードをプレゼントいたしま

す。近況やイラストなど下記までお送りくださいね。 

 

 

看護師として働き始め３年目になります。入職以前は

笑顔を絶やさず患者さんと時間を共に共有し、個別性に

合わせた看護を提供していきたいと考えていましたが、

振り返ると日々の業務に追われ患者さんと深く関わるこ

とができていなかったこともありました。 

受け持たせていただいた患者さんの中で印象に残って

いる方があります。前日までは食事を摂取され会話もで

きていた方でしたが、病態悪化に伴い挿管、人工呼吸器

管理となりました。家族は受け入れられず、呼吸器やた

くさんのルートに繋がれた姿を見て声をあげ泣いておら

れました。家族への声かけ、関わり方に悩むことがあり、

先輩からは「話しを聞きだすだけでなく、家族が話して

くれることを聞き、共感するということも大切」と助言

をいただきました。傾聴・共感することが不安の軽減に

つながること、個別性に合わせた看護につながるという 

 

 

 

 

ことを学びました。表示される値をみて「これは正常

なんですか？どれくらいになったらダメなんですか？」

など質問され、値をみて一喜一憂されていました。家族

の不安を少しでも軽減できるよう日々振り返り・学習を

行うことが重要だと改めて学ぶことができました。 

患者さんや家族との関わりを通して入職当初の看護観

だけではなく、新たに大切にしたいと思う看護観を見つ

け出すことができました。病気となり、今までと違った

姿を目の前にすると家族は戸惑うと思います。患者さん

を支えるためには医療従事者だけではなく、家族の支え

が重要となります。ご家族ともコミュニケーションを取

り、患者・家族の両者の思いを尊重しながら、家族を含

めた看護を提供できるようになりたいと思います。そし

て患者さんからの学びを生かし、自分自身が笑顔で関わ

ることで患者さんや家族の笑顔を導くことができるよう

な看護師でありたいです。 

京都民医連第二中央病院 

            南４階病棟 小峠 佳奈美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒615-0004 京都市右京区西院下花田町 21-3 春日ビル 4Ｆ 京都民医連事務局 日西  

☎ＴＥＬ(075)314-5011 ♪ＦＡＸ(075)314-5017 
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 カフェ「茂庵」moan 
こんにちは。朝夕涼しくなってきましたが、体調崩していませ

んか？夏休みは満喫されましたでしょうか。 

さて、「私のオススメ」ということで、何をテーマにしようか

と悩んだのですが、京都には素敵なカフェが多いので、大好きな

カフェを紹介したいと思います。 

 

カフェ好きの人ならご存知だと思いますが、吉田山山頂にある

「茂庵」というカフェです。店に辿り着くまで

には、幾つかのルートがあるのですが、神楽岡

通から登るルートがお勧めです。 

小さな看板に導かれながら、風情ある石畳の

坂道をとことこと登って行くと、トトロのよう

な世界が出現します。さらに奧へ進んで歩くと、

大正時代に建てられた趣のある 2 階建の一軒家

が姿を現します。 

 

 

落ち着いた雰囲気の居心地のよい店内。そこ

から京都市内の風景をぼ～っと眺め、音楽を聴

いたり、雑誌を読みながら心を充電する時間が

贅沢に感じ、癒やされます。 

ランチやデザートも美味しいですよ♪京都にいながらも、小旅行に来た

ような気分に浸れる隠れ家カフェ。 

これからの季節、紅葉も始まりますし、プチハイキングを楽しみながら、

是非一度、足を運んでみてはいかがですか。 

          

京都民医連中央病院  

北３F 病棟勤務 堀江 真希（2012 年卒業） 
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